
研究実施責任者 プロジェクト名 期間 配分額(円) 

看護学部・教授 

木下 真里 

マイノリティや社会的弱者の健康・生活情報の 

把握・活用方法に関する研究 

-誰も取り残さない社会の実現を目指して- 

R3-R4 500,000 

研 究 概 要 

本研究は、在留外国人、高齢者、障がい者、路上生活者、LGBTQ、感染症キャリアなどマイノ

リティや社会的弱者の、健康状態や生活状況などの情報を、氏名や住所、マイナンバー、出身

地などの個人情報と切り離してデータベースに記録・保存し、公的機関や支援関係者間で共有

する、新しい仕組みの開発を目的とする。この新しい仕組みが実現すれば、個人情報利用の同

意取得が困難な事情のある人々の実態把握が容易となり、持続可能な開発目標（SDGs）の共通

理念「だれも取り残さない」の実現を通して、複数の SDGの実現に貢献できる。 

研究では、個人情報の代わりに、一人ひとりに無償で配布する固有の QRコードによって個人

を識別する。日本語でのコミュニケーションが十分でない外国人と ICT になじみのない高齢者

に、固有の QRコードを配布して定期的に追跡を行い、何人の対象者がいつまで把握できるかを

調査することによって、この仕組みの効果と実用可能性を検証するアクション・リサーチであ

る。また、この調査で収集した個別のデータを自治体、支援団体と共有することにより、実際

に活用できるかどうかを検証する。 



研 究 成 果 

研究者らは、大規模災害時、迅速に人的被害の全体像を把握する COACHES と呼ばれる仕組み

の開発を行っている。本研究では、在留外国人や高齢者などマイノリティや社会的弱者を対象

に、個人の権利を守りながらどのように安全、効果的にこの仕組みを活用できるかを明らかに

することを目的とした。専用アプリケーションを用いてこの仕組みを説明し、意見や感想を

Focus Group Discussion (FGD)で聞き取るという研究である。 

高齢者調査については、COVID-19第６波、７波および役場担当者の交代などを背景に、当初

予定していた中山間部での同意取得が難航し、２か所の候補地いずれからも協力辞退があり、

実現しなかった。一方で、太平洋沿岸部に位置する地区については、先方から協力の連絡があ

り、令和４年に住民を対象とした調査が実施できた。 

外国人調査については、プロジェクト期間を通して情報収集に努め、各学部プロジェクトメ

ンバーからの専門的情報提供をもとに検討を続けた。最終的に、市内の外国人が集まる飲食店

での調査可能性を数か月にわたって検討したが、プロジェクト終了までに責任者への説明機会

が得られず、実施を断念した。 

本研究プロジェクトの取組みによる成果は以下の通り。 

・ SDGsの基本理念「誰も取りのこさない」を災害救援において実現するために、災害時にす

べての被災者の安否、健康状態情報収集する仕組みの有用性および今後の課題があきらか

になったこと。 

・ 地域特性による災害に対する備えや新しい技術に対する人々の受入れの違いに関する知

見。 

・ 研究成果の学際的、国際的な発信。 

・ 良好な学部間協力が実現し、学際的連携の実績となったこと。 

 

 

 

 



 成 果 物 等 

【論文発表（査読あり）】 

・M Kinoshita, M Shikida. (2022) Measuring Personal Damage in a Large-Scale Disaster: 

A Review of the Reports Published by the Japanese Fire and Disaster Management 

Agency on the Great East Japan Earthquake and Tsunami. Disaster Med Public Health 

Prep 16: 2056–2064. doi: https://doi.org/10.1017/dmp.2021.144 
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【学会発表】 

・Kinoshita, Mari, Nakai, Mikiko, Shimada, Ikuko. (2023) Challenges introducing a 

novel health assessment system in disaster-prone Japan: Community-Oriented Approach 

for Comprehensive Healthcare in Emergency Situations (COACHES). WADEM 2023 

Killarney, Ireland. 

・木下真里.(2023) 一般看護有資格者の大規模災害時救援活動参加に必要な知識や技術情報に

関する考察.第 28回日本災害医学会. P3-3.盛岡. 

 

【講演】 

・木下真里. (2022) 災害時にすべての被災者の安否と健康状態を把握し共有する仕組み

COACHES（コーチーズ）の提案. 土佐まるごとビジネスアカデミー(MBA)専科「シーズ・研究

内容紹介」第 1回. オンライン講座. 

 https://www.kocopla.jp/tosamba/course_detail.html?course_id=39 

 

【出版物】 

Kinoshita Mari. (2023) Research for Community Oriented Approach for Comprehensive 

Healthcare in Emergency Situations (COACHES). Impact, Vol. 2023, Number 2, April 

2023. p.09-11(3) 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


